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必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ
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吉野川水系中央南部圏域(飯尾川除く)河川整備計画 (徳島県，2012)

私の勤務する地域:  台座の高さが１ｍ以上の高地蔵が200以上

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ
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必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ

平成21年～平成30年に発生した水害
件

出典:内閣府（2021）市町村のための水害対応の手引き

資料：水害統計をもとに一部加工（国土交通省）

平成21年～平成30年に発生した
水害件数 土砂災害含む

全国の市町村の約97%
１回以上の水害が発生

短時間強雨の年間発生回数
に明瞭な増加傾向

水害発生リスク 高

今後も水害発生リスクが高まる
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tebikikaitei 市町村のための水害対応手引き　令和3年.doc


児童・生徒の願い
〇水害を体験した児童生徒の96.4%
→水害防災について学びたかった

(塩飽ほか，2010）

児童は自然災害対応能力が未発達

児童の実態

自然災害に適切に対応するための
危険予測・回避等の能力が未発達

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ
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水害防災教育カリキュラムとは
理科・社会科・総合的な学習の時間からなる

16時間程度の体系的な教育計画

水害に適切に対応する能力の基礎

災害を引き起こす
自然現象の理解

地域の災害の履歴と
特性の理解

地域へ発信による

学習内容の定着と貢献

理科学習 社会科学習 総合的な学習

目標 目標 目標

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ
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教科横断型第4学年水害防災教育カリキュラム

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ

理科:雨水の行方と地面の様子 （法則）
水は，高い場所から低い場所へと流れて集まること。

社会科:地域の安全なくらし（水害対策）
地域の水害問題に法則適用

総合的な学習の時間:成果を発信（地域貢献）
2022/5/30



1 水害を自分の問題として意識するようになった。
2 自分たちの学習が川底の浚渫につながり
水害に強い町作りに貢献できたことから，水害
防災学習の価値を実感するとともに，学習全般
に積極的に取り組むようになった。

3 各教科で学習したことを関連付け，水害による
災害と恩恵の二面性を理解するようになった。

4 作成したハザードマップを更新し，それを地域
の安心安全会議で発信するようになった。

5 水害防災の視点で地域の地形や自然環境の変
化を観察するようになった。

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ

水害防災教育で児童はどう変容したか
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実践校 川田中小学校 第4学年 18名
研究期間 平成25年9月~12月

取り上げた自然災害 平成25年台
風18号

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ
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http://maps.loco.yahoo.co.jp/maps?lat=34.06221650&lon=134.20820183&z=13
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社会 総合理科

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ

原因（法則） 対策 地域貢献

小学校4年生を対象として

雨水の行方と地面の様子 安全な地域のくらし 発信
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時数 教育活動の内容

1 台風18号後の運動場の変化 観察・気付き・問い

2～3 運動場って傾いている？を調べる。

Fw
u

4～5 運動場の傾き調査から自分たちの家を建てる
場所を決めその理由を記録し模型をつくる。

6~7 運動場につくった水害に強い町と地域の水没
地点の比較。

8~11 今と昔の集落の場所は違うのだろうか。
地名と水害地域は関係あるのか。
水害は困ることばかりだったのか。
水没する道の高さと家の近くの高さは
避難場所や避難経路，方法を調べよう

理

科

社
会
科

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ
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時数 教育活動の内容

12・13
14・15

班で調べたことを学級で発表する。
発表内容の重複・整理をし，
学習発表会の準備をする。

16 学習発表会で発信する。

プログラムの効果をICレコーダ記録，学習ノートから考察

総
合
発
信

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ
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社会 総合理科

問題
把握

予想

法則

発見

法則

活用

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ

原因（法則）
対策 地域貢献
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理解
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理科
原因（法則）

総合
地域貢献

社会
対策

実態
把握

問題
把握

地域
学習

まと
め

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ
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①今と昔の集落の場所は違うのだろうか？
〇地名と水害地域は関係あるのか？
〇水害は困ることばかりだったのか？
②水没する道の高さと家の近くの高さは？
〇避難場所や避難経路，方法を調べよう？

第8時
問題づくりと計画実態

把握
問題
把握

地域
学習

まと
め

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ
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H19 S33

水害に強い石積みの家は藍作りで潤っていた→昔は水害利用

8~11時 今と昔の集落の場所は違うのだろうか？

フケタに家が建ち水害被害起こる→ダムができたから

昔は土地の高い所に家が多い
→傾きと水の動きの決まり

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ
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学校36.2m

水田地帯30.6m

いつも水没29.8m

堤防40.5m

8~11時 水没する道の高さと家の近くの高さは？

1日降水量
320mm
国道 31.7m
水没しない基準

川底
36.7m？

川底より学校が低い？→避難所なのに

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ
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理科 社会科 総合

児童の発信により・家庭・地域・行政が変化

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ

原因（法則） 対策

地域貢献





必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ

いつもは水が
流れていない
崖から，滝の
様に水が流れ
ている。この
下には民家が
並んでいる。

総合・発信



保護者からの手紙発信を受けて

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ



発信を受けて



児童の活動



発信による行政の動き



発信による地域の動き



必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ



2016年に校舎立て替え工事の際，当時水害防災教育を受けた児童
が気づいた地下伏流水の噴出口の水路 撮影 川真田早苗

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ

問題意識の継続



教科横断型第4学年水害防災教育カリキュラム

必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ

理科:問題解決の学習を通した法則理解
水は，高い場所から低い場所へと流れて集まること

社会科:理科の法則適用
社会科で扱う事象・問題の理解や予測
地域の水害の現状，履歴と予測

総合的な学習の時間:
学習の価値，意義理解・地域貢献への意欲



必要性 カリキュラム 児童の変容 実践例 まとめ

教科横断型水害防災教育カリキュラム

一人一人の児童が，自分のよさや可能性を認識するとと
もに，自他の命を守るため，地域の人々と協働しながら，
水害に強い持続可能な地域に貢献しようとするように
なった。



ありがとうございました。


